
気候情報

2004年12月の大気大循環と世界の天候

大気大循環

　北半球500hPa高度では，極渦が平年より強く，中心

はバフィン湾付近に位置した．一方，大西洋の中緯度

では顕著な正偏差が分布し，正の符号のNAO（North
AtlanticOscillation）が卓越した．北シベリアの900E
付近はリッジ場だった．その他の中緯度はヨーロッパ
東部，日本付近，太平洋東部から北米西部で正偏差，

ヨーロッパ西部，中央アジア，シベリア南部，太平洋
中部，北米東部などで負偏差が分布した．大西洋から

中部太平洋にかけての亜熱帯ジェット沿いでは，プラ

ネタリー波の伝播に伴い偏差が波列状に並んだ．

　熱帯の対流活動は，赤道付近ではインド洋東部から

南シナ海にかけて平年より活発，120。Eから150QEで平

年より不活発となった．150N付近では太平洋西部
（150～1800E）と太平洋東部の1200W付近，大西洋で平
年より活発，ベンガル湾の北部で平年より不活発だっ

た．15。S付近ではマダガスカル島付近で平年より活発
だった．

　850hPa流線関数および風ベクトルでは，太平洋西
部で弱い高気圧性循環偏差が赤道を挟んで両半球で見

られたが，西部太平洋赤道域の東西風はほぼ平年並
だった．東部太平洋赤道域では東風偏差だった．イン
ド洋赤道域ではほぼ全域で弱い東風偏差となった．

　SOI（南方振動指数）は一〇．7となり，

か月連続で負偏差となった．
6月以降，7

世界の天候

①東日本から華中の高温
②日本から中央アジア北東部の多雨
③中央シベリアから西シベリアの少雨
④インド北部の高温
⑤中東の多雨

　イランでは上旬および中旬に豪雨による洪水や鉄
　砲水などが発生し，合わせて50人以上が死亡したと

　報じられた．イラン南西部のシーラーズでは303
　mmの月降水量が観測された（平年：54mm）．
⑥トルコの少雨
⑦アフリカ北西部の多雨
⑧アフリ力西部の高温
⑨アフリカ南部の高温
⑩南米北部の高温
⑪ミクロネシアの高温
⑫ポリネシア南部の高温
　　（気象庁気候・海洋気象部気候情報課　村上喜章）

議無o㎝滋毒鱒 ｛勲塗

2004年12月の北半球月平均500hPa高度および平年
偏差

等値線間隔は60m，偏差パターン間隔は60m．平年値

は1979～1993年のECMWF15年再解析データによる．

2004年12月の北半球月平均200kPa風速および風ベ
クトル

等値線間隔は20m／s．陰影部は40m／s以上．太実線で

囲まれた領域は平年の40m／s以上の領域を示す．平
年値は1979～1993年のECMWF15年再解析データに
よる．

54 “天気”52．2．
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　　　　　　　　　　2004年12月の月平均外向き長波放射量平年偏差
等値線間隔は10W／m2で，値が小さいほど対流活動が活発であったと推測される．元データは

CPC／NCEP／NOAA，平年値は1979～2000年のデータから作成．

鵡
登　　　　　撚　　　　　　　　　　　　　　　　　　叢　　　　　　　　　　　　　選　　　　　　騨 鰍　　　　　醐

嘉畢隷

　鞠　　唱

虻　　蝋

“喉　ぎ

　　冨
　瓢

営
‘
椰
陸

毒
●
Φ

麿
狸
　
　 臨 β　　　重

承・　　　斗

　類

職 磯 声

聴　悔
噸轟瓶　　　　　　　　　藁
　毒　　　　　　罫轍航　　’　集

　　　　辮　、　　蔑

　　　　　　襲　　　博
　　　　　　』　喚　　　　灘

ダ　～

憶　轡

o碧　　xや

　簿、■　　副』・

拳

k麿　　　　“

熊 ’嘩鰹
毛

享　　　承

熱縛
雛蕪＿　、

　欄

　舜“
噂

象颪璽　挙　辱　嵐

妻　噸

ダ　壁　斜

メ
書

　κ　　噛r

甥辱　　議6

き‘論毒

　ご　づ

び

毒　ぴ

毒毒’

　塗

幅　　，

　恩
慧
昏
　 ・　　　畢

　一　獣・
恵　彰

　蕊　　“

酬 ダ設．識1
…憲触
　‘　　て　　“ザ

　　塾　　　　宜

脅　　　　　　　　　　べ

　　恕
‘縛“t蟄

郎　　　　　　　　　夢

　ぜ　轟
敷　　軌　　　　　　　　　噂

型　制　“’　ぎ

　溌滞
曳幾

衆
奪
　 ，鶴

奪
v
　
　 画　　塾・・㌧

　勘

　’　蜘　　蕨

　　　鐸x幾“　毒

　、酸1

｝撫嚇静　軸　蝋　　・

ズ　置　δ
ウ“糞　　穐鞘鄭

寵　凄

ボ
ぜ
需

　鮮敷趣蜘
髪4　　史醸　晦

　　！葛1煮．
　か甚阿
　島　　　　』

蝦一　㎡　　伊

ひ　蜘軸癒悼

蜘　　嚇v　蜘　鰍・　蜘

専博辱冥o“‘

　　箪
　　　騨

鐙硬評噺
肝　奨　粘

、　　鳳　　再

　ゴ　畢　　貞

　“
　垂　　　沸
嘱
　
堕
　
　

　犠　　蘇
喜　津　購　・鐙｝磯

　魂　粛
帆　　　　　　　　　　　　　a

　♂
、　鐙　爵

ひ　　軸　　“　　脚　　伊

鴇騨　“燕

捧　　　　　卵 耐騨汽牧構
～

蕊

，．　　冠

　　“　　　　鱒

　　噂

・　（　伊　駕

　　費触　　　　の　噛

導　、　　　　ぢ　樽

㌧　　　　　　　　　　旺

　夢
隻　敏麺
　　　f
　　　ぜ
　　　議

　　　ひ
翻　　ひ　　馬　　　交　　酵

　　　更
　　じ
嫉　　　　　　◎　粛

　　m　　　　　　　　　v

糞　事　㎡　単　騨

号ゴ卿、麟轟沖
瀦
卑 〆藤漁

／ダ簸N
實・　　　再

鳳　　　φ　　魁　　　琿　　｛

蜘　　“　　歴　　戴　　臨

酬即蝉砂ン糟噸Ov）』
漕侃、脚　贈尊噸蜘勢r

艶　飯　　　　‘　　亭 営　　顧

ド篭かザ撒
拠ゆ＾軸薦。　　悼酔＾舗照

畷尊隙継躯
争　’駕　　奏

霧、識、謙、鵡繍．

　　亭、　伊　鼓

嘱塗轡　蝋　撫　躯

　　炉し　Ψ　襲　‘

槍　敢　頬　讐　　　乗

憂
写
　 寧　～

　　▼罵　冗

　・饗
　，憂

さ　瀞　　堺

魚　　　¢

OM創ザ・

瓶メ 識敷

壕
　酬　　塾　潤

　’　雛。ザ礁　’
　拶　　　　　嘱
．．隷練ノ

　博蜘餐・　夢
憾寒　，郎ゆ　　　　　　　　　嘩

叡議診気　’

・穫童

．無．

・衡畿駄臥
瀞浄弘∪蛋魯　　　　　　　塾

1羅瓢鶏
吼9一▼

げ　禦ひ

』
セ
　 馳肛　ヤ

　敷x旨芭

鰍
蛍
略
x
も
し
緯
　
㌔

鎌。

響
．

謝諦

h、、◆欄湾

隆、、・い
臓＼　衡
恭鍵無

i瀬翻簸

　。一　部㌦、㌘
．ぜ畢魎駄ギ

鰹灘＞駕
　　　脅講隷諦評～
　　“罵蝋、油．瀞夢戴

’恥　噂　碑　ρ

誉ぽ

　　論 愚

　嘱喋
絶
．
矯
燕

鮮蜘　　　　愚
　侃引　　　　　　　　　　　　　　　叔寛

麟掌淑～

窟嬉

ε
　
、
　
、
　
博 A壇

縷勘
．聴一轡ゼ
　　　￥

耳辱
鳩　　　　　　　　　　　　　　引麿oゆウ冗

鶴絡・㌦
藤戯鯉蜘

轡曝騰緬

　鱒紬

5　’

受
耐

　σ　　　　　　　　　　　　　　』“

　毒譲鳶
　晒隔
憶　　　o　簾　　、謙

　ぜ　募

を 改
閥
聴

磁鳶
　夢　誇
轡　繋　響
摩　　触

亭冷冨“瀞亭

博噸凄
　も轟

唾
㎡

’諦

冨
3
　
峯

綱

30W

90N

　　　　　2004年12月の月平均850hPa流線関数平年偏差及び風平年偏差ベクトル

流線関数の偏差の等値線問隔は2×106m2／s．平年値は1979～1993年のECMWF15年再解析
データによる．
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2004年12月の世界の異常天候分布図　　△異常高温　▼異常低温　□異常多雨　×異常少雨

異常高温・低温は標準偏差の2倍以上，異常多雨・少雨は降水5分位値が6および0．図中の
番号は本文中の番号と対応している．
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